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令和６年度新潟県支部地区委員会  

１ 日時と会場  ７月 13 日（土）  新潟市駅南 「葱坊主」 

２ 出席者    ９名（顧問、副支部長、地区委員、事務局） 

３ 主な議題   ① 同窓吾峰会と新潟支部の昨年度報告と今年度計画 

           ② 役員任期における規約改正案と役員の改選案 

アサガオの花言葉のように！ 

           支部長 髙橋 信 

例年にも増して熱き厳しい日々となっていますが、会員の皆様にはいか

がお過ごしでしょうか。このような時にも、何かに熱中して充実した日々

を過ごしたいものです。  

 私の熱中のターゲットは、植物を育てる事です。今年は、孫が使った

教材セットを借りて、アサガオを育てる事にしました。腐葉土をたっぷ

り使い、気温等を考慮しながら、日々の水やり・手入れなどを心掛けて

います。７月 18日現在では、葉の伸び過ぎが気にかかっているところ

です。しかし、ナデナデしながら、開花を心待ちにしています。 

ところで、アサガオの花言葉は、「結束」、「明日も爽やかに」などだ

そうです。この花言葉にあやかるわけではないですが、同窓吾峰会新潟

支部の諸活動が、会員の皆様の更なる結束に繋がり、爽やかで実り多い

交流の場になることを願っています。 

香り高き文化に捧げる私の半生 

甲田 キミ（昭和 42年卒） 

福島大学の音楽科に入学。弦楽が必修でバイオリンを購入。演奏経験がなかっ

たので苦労しました。卒業後は、石油関係の仕事が忙しく、音楽は一時お休み。

わが子には楽器演奏の苦労をかけまいと、５歳からバイオリンを習わせました。仕事が軌道に

乗り仕事場の２階に念願であった合唱サークルを開きました。また、秋葉区の音楽協会を設立

し、情操教育の一端を担いました。秋葉山の石碑にある「文化の香り高き新津市」を胸に抱き

ながらの半生です。今は、病気を追いやるべく石油店の仕事にも励んでいます。 

【会員の声】 



 

 

  

 

会員の広場 

趣味 等々 

昭和 47年度卒 今野 浩  

 

昭和 50年度卒 篠田 邦彦   

 
昭和 56年度卒 石田 公則  

 

昭和 54年度卒 五十嵐 あさ子  

 

昭和 35年度卒 石塚 幹彦  

 

 昭和 56 年度卒 関 豊  
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 55年度卒 山﨑 太一郎  

 

 

 

 

 

 

生きがいの俳句と水泳 

村 山 映子（55卒）  

 新潟に嫁いでから、３校目の勤務校である

曽根小を最後に退職し、３人の子育てをして

きました。その後、絵本の会での読み聞かせ

活動を 20年ほど続けました。３人の子供は、

それぞれ家を離れ、孫は４人になりました。

今は、俳句と水泳を続けています。俳句は、

南魚沼で始め、柏崎や見附の句会にも足を延

ばしています。水泳は週２回のプール通いと

年１回の長岡でのマスターズ大会に出ていま

す。心と体に張り合いをもたせるためにも続

けていきたいと思います。 

潤いをもらった同窓会新潟支部の活動 

村 山 稔（56卒） 

 若かりし頃結婚式を挙げた「じょいあす新

潟会館」で、当組織の幹事の仕事を引き継ぎ

ました。それから 2 年間、仕事にかかわりま

した。化学課程の先輩である幹事長の山本先

生をはじめとする諸先輩の温かい指導に見守

られながら、少しは貢献できたのではないか、

と考えています。また、諸先輩方の人生の歩

みや考え方を聞いて、心に潤いをもらいまし

た。これからも同窓会活動にかかわっていけ

れば、と思います。 

昭和 58年度卒 丹後 裕             

 脊柱管狭窄症を患い、腰痛や神経痛と折り

合いをつけながらこども園の用務員兼バス運

転手として週５日間（１日８時間）働いてい

ます。目下の楽しみはウオーキングとサッカ

ー観戦。スタジアムを歩き回るだけの体力は

最低限維持したいと考えて 毎朝約３km 歩

いています。体がポンコツにならないように

考えながら毎日を過ごしています。 

昭和 53年度卒 伊田 勝則  

 
 

クマガイソウ（福島市松川町） 



 

 

 

 

昭和 55年度卒   斉木康二  

 週２日ほど勤めています。年金受給者でも

使ってくれる勤務先ですので、体力が続く限

り働きたいと思っています。授業をさぼって

弓を引いていた大学生活が懐かしく思い出さ

れます。 

 

昭和 60年度卒 宮本 透  

 



二本松城「霞ヶ城」「白旗城」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

【 雑 感 】 

昭 56年度卒 中嶋 賢一  

 不思議なことに、今年で３年連続の入院を

経験することとなりました。全て違う病気で

した。とは言え、趣味や道楽、地域活動等に

は参加できていますので、ひとまずは元気に

生きております。できる範囲で人生の楽しみ

を見付けていきたいと思います。昨年は茨城

県に行く途中、福島県南部を訪ねることがで

き、懐かしかったです。また、短編小説で新

潟日報文学賞を受賞し、本社ビルでの表彰式

に妻を伴えたことはちょっと嬉しかったで

す。今年は住んでいる上越市吉川区で、特別

天然記念物のコウノトリの産卵・孵化・巣立

ちを見ることができ、貴重な体験となりまし

た。そして、改良メダカの飼育・繁殖に何と

なく忙しいこの頃です。 

昭和 28年度卒 宮川 サト子  

 

昭和 35年度卒 笹川 ヤス  

 

猪苗代湖から磐梯山を望む 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 34年度卒 佐原 菖一  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相馬野馬追 

昭和 51年度卒 山本 武 

福島の友人に「相馬野馬追」に誘われて、

２泊３日で出かけました。たより「吾峰新潟」

の図版のために、猪苗代湖と磐梯山、二本松

城の写真が欲しいと思っていたので、５月 25

日の朝出かけて、猪苗代、二本松に寄って、

午後に相馬市の友人宅に到着しました。相馬

神社等を案内してもらい、その夜は二人で宴

会。 

26日は、郡山からの２人の先輩と合流して

「お行列」「甲冑競馬」「神旗争奪戦」を見学

しました。お行列を見ていた地元の方からは、

「交通規制がかかり、外出も不便なので、こ

の時期地元を離れる人もいる」という話も聞

き、お祭りの裏側にも触れたように思いまし

た。夜は後輩１人を交えて５人で大宴会。 

 
３日目は、相馬小高神社での「野馬懸」を

見学しました。学生時代にも誘われて見学し

たのですが、半世紀ほど前のことで、新鮮な

気持ちで見学してきました。 

昭和 52年度卒 渡邉 静江  

 

 

 
 

会津さざえ堂 （飯盛山中腹）  

事務局から 

 メールでの寄稿も増え、封書でもいただき、「吾峰新潟」も育てていただいております。 

 ８月 30日以降に届いた原稿は 11号の掲載となります。11号は、「吾峰」154号と共に送付

の予定です。寄稿いただける方は、思いのままに書いていただき、12 月末までに事務局に届

けてください。お待ちしております。 

お行列 


